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	０歳児保育の量の見込み等について
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	（１）　育休取得者の考慮�　○　具体的には以下のような方法が考えられる。（いずれの方法によるかは自治体の判断）��　　　①　ニーズ調査における育休取得状況の結果を利用　（問１２（１））�　　　　　※　一部自治体における問１２（１）の調査結果（５１．５％）を利用する場合、�　　　　　　　　　　「手引きに基づく算出結果　×　（１００％－５１．５％）」　　が保育を利用���������　　　②　育休取得状況・育休からの復帰割合の結果を利用　（問３０、３０－２）�　　　　　　※　これらの問を調査した自治体における調査結果����������������　　　
	　　　　　　　　　＜全国平均値の場合のイメージ図＞�　　　　　　　　　　・　０歳児については、１年を通して７／１２の子どもが保育を利用。�　　　　　　　　　　・　年度初めの０歳児クラスについては、手引きに基づく算出結果の７／１２の子どもが�　　　　　　　　　　　　保育を利用。�������������������　　　　　　　（全国平均値の場合の計算方法）�　　　　　　　　・　「手引きに基づく算出結果　×　７／１２」　　　　　が保育を利用�　　　　　　　　・　「手引きに基づく算出結果　×　｛（１００％－５７．７％）　＋　５７．７％　×　３５．８％　｝�　　　　　　　　　　が保育を利用�　　　　　　　　　　※　「手引きに基づく算出結果　×　｛（１００％－②）　＋　②×③　｝」�����������������　　　
	（２）　「１歳から必ず利用できる事業があれば、１歳になるまで育休を取得したい」者の考慮�　　※　主に待機児童が発生している地域が対象��　①　「量の見込みの算出等のための手引き」による方法�　　　・　現在保育を利用している0歳児の保護者のうち、�　　　・　育休を希望よりも早く切り上げた理由が「希望する保育所に入るため」である者�　　　の割合を利用��　②　育休を希望よりも早く切り上げた理由等の結果を利用（問３０－４（１）、３０－６（１））�　　　※　これらの問を調査した自治体における調査結果�����　　　���������　　　　　　（全国平均値の場合の計算方法）�　　　　　　・　「（１）による算出結果　×　（１００％－　６６．４％×２９．８％）」　　が保育を利用�　　　　　　　　　※　「（１）による算出結果　×　（１００％－　④×⑤）」��　　　　　　�
	��　　（参考）　育休に関する質問の流れ��　　　���������　※手引きに基づく算出結果�　　から、色付きの箇所を�　　控除して算出��　　　�　　　　　　�
	（３）　１年超の育休取得の希望の考慮�　○　１年超の育休取得を希望する者は、０歳児クラスは利用しないことから、適宜考慮。�　　※　現在は、１歳から保育を利用したくても利用できずに１年超の育休を取得している者もいるが、�　　　　１歳から必ず利用できるように整備が進めば、１年超の育休を取得する者は減少することとなる�　　　　ことに留意。��　○　具体的には、以下のような方法が考えられる。(いずれの方法によるか等は自治体の判断）�　　①　育休からの復帰希望時期が１歳到達時以降である者の割合（Ａ％）を利用　（問３０－４（１））�　　　　・　 「手引きに基づく算出結果　×　（１００％　－　Ａ％）」　　　が保育を利用��　　②　全国平均値を利用�　　　　　・現在、育休を「１８月以上取得している者」は７．３％、「１２～１８月取得している者」は２２．４％�　　　　　である(平成24年　雇用均等基本調査）が、例えば、 「１８月以上取得している者」と「１２～１８月�　　　　　取得している者の半分」は、整備が進んでも１年超取得すると仮定　�　　　　　→　 「手引きに基づく算出結果　×　（１００％　－　１８．５％）」　　　が保育を利用���　
	　������������　　　　　　
	　������������　　　　　　
	　○　「量の見込みの算出等のための手引き」により算出される数字は、ニーズ調査の対象年齢が０－５歳の６学年分で�　　あることから、結果的に「年度初め」のものとなり、年度末に向けて増加するものについては、定員弾力化による対応と�　　整理される。�　　　１歳児～５歳児については、家庭類型の変化（保育の必要性の有無の変化）による年度途中の入退所が想定される�　　ものの、推計においては、年度初めの数字を年間を通じた利用者数として設定することは合理的である。��　○　一方で０歳児については、�　　・　年度途中の出生という特別要因により、年度初めと年度末の入所者数に構造的に大きな差があり、年度初めの入�　　　所児童数を基に定員を設定することは合理的とは言えないこと�　　・　また給付費（委託費）は、年度初め～年度末の利用児童数を積み上げたものに対して支給されるものであること�　　を踏まえ、０歳児については、年間の平均的な「量の見込み」とすることが合理的ではないか。�　�　○　年間の平均的な『量の見込み」の算出方法の例�　　＝　（　（１）（２）を勘案した「量の見込み」　＋　（３）を勘案した「量の見込み」　）　÷　２�　　　　　　　　　　　��������　　　　　　
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